
























































経年変動 < 10年変動 < 100年変動
振動、周期性、トレンド
↓



























































































































































































1781 33 2 12 12 3
1782 18 3 9 8 8 12 2 2
1783 8 14 17 6 4 8 4 1
1784 22 3 5 5 13 14
1785 32 1 17 3 3 2 2 2
1786 9 3 8 12 21 7 1 1
1787 15 2 14 13 4 8 5 1
1788 15 3 9 8 17 7 3
1789 19 7 9 13 7 6 1




1: 非常に湿潤（多雨） 2: 湿潤 3: 平常 4: 乾燥 5: 非常に乾燥（少雨）
21
CWB-China(1981)
東アジアの乾湿マップ
乾燥
Polar Frontal Zone
22
湿潤
湿潤
1783 年夏（北半球）の気温偏差と気圧配置推定
日本低温、ヨーロッパ高温
23
高温
低温
日本冷夏・ヨーロッパ高温タイプの事例
1783年と類似した大循環パターン？
Japan
24
2003年7月の500hPa面高度分布と地上気温偏差
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まとめに変えて
• 気候復元研究は、文理融合そのものである。
• 「文」からのアプローチ：歴史時代の気候情報の発掘と解読、
情報の信憑性・信頼性の検証、時代背景の考察など
• 「理」からのアプローチ：文字情報の画像化とデジタル化
（データレスキュー）、定性的データ（文字）から定量的データ
（数値）への変換、気候変動メカニズムの解明
• 「文理」融合：復元・推定された気候データの時系列解析（長
期変動：トレンド、周期性等）とタイムスライス解析（天気分布
→ 気圧配置→ 大気大循環）
26
半球スケールでみた今冬の寒波
気温偏差分布 上空（5500m付近）の大気循環
2018年1月26日
欧米の状況
気温偏差分布 上空（5500m付近）の大気循環
2018年1月26日
